
ロー人

　男　　23，971

　女　　26，090

　計　　50，061

世帯数　10・869

11月
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建設予定図
　
こ
の
北
越
北
線
（
六
日
町
ー
直
江

津
）
は
、
上
越
線
六
日
町
か
ら
分
岐

し
て
、
十
日
町
市
、
松
代
町
を
経
て

信
越
線
直
江
津
に
至
る
路
線
で
す
。

　
鉄
道
延
長
は
、
六
十
九
・
五
キ
。
厨

総
額
百
五
十
三
億
円
で
昭
和
三
十
九

年
九
月
工
事
線
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
路

盤
工
學
に
着
手
、
現
在
六
日
町
ー
十

日
町
間
の
延
長
十
五
・
三
キ
。
麿
に
っ

い
て
早
期
完
成
を
目
途
に
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
側
本
格

　
的
な
工
事
体
制

　
日
本
鉄
道
公
団
東
京
支
社
は
、
こ

の
工
事
を
監
督
す
る
た
め
、
こ
の
ほ

ど
十
日
町
駅
裏
（
市
内
稲
荷
酊
三
丁

目
地
内
〉
に
十
日
酊
建
設
事
務
所
を

設
置
、
職
員
も
所
長
以
下
六
名
を
配

置
す
る
な
ど
本
格
的
な
工
事
体
制
に

入
り
ま
し
た
。

　
用
地
買
収
等
に

　
ご
協
力
を

　
公
団
側
で
は
、
工
事
に
伴
う
用
地

買
収
等
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
望
ん
で

い
ま
す
。

　
本
年
は
、
猿
倉
、
新
座
地
点
二
ヵ

所
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
ほ
か
今
後
、

猿
倉
・
新
座
地
点
か
ら
工
事
開
始

　
本
年
は
十
日
町
側
か
ら
二
，
所
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
一
ヵ
所
は
、
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
の
猿

倉
地
点
で
津
池
駅
（
仮
称
）
ー
地
下

駅
に
な
る
ー
か
ら
六
日
町
側
に
向
か

っ
て
四
キ
。
層
ほ
ど
堀
り
進
み
、
昭
和

四
十
九
年
に
は
、
六
日
町
側
か
ら
堀

り
進
ん
で
き
た
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
合

流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
ヵ
所
は
、
赤
倉
ト
ン
ネ
ル

の
十
日
町
側
出
口
に
あ
た
る
新
座
地

点
で
、
こ
こ
か
ら
津
池
駅
（
仮
称
）

の
で
き
る
猿
倉
地
点
ま
で
の
ニ
キ
。
層

＜盛況だった郷土芸能大会＞

市民会館落成記念行事として計画された・妻有の郷土芸能大

会は、去る28日、29日の両日市民会館ホールで催されました

が、連日ほぽ満員の盛況をしめしました。

観覧者も豪快な剣の舞いや、伝統ある神楽・甚句、広大寺・

祇園離子、三階

節などにすっか

り魅了されまし

たo

写真は「岩戸舞

い」　（北蟹坂、

栄和登会）

あすにまた100年の心つたえよう
　　　十日町小100周年記念ちょうちん行列

先人達の偉業をしのび、つぎの100年への躍進の礎を堅めよ

うと、十日的小学校創立100周年記念寧業協賛会では去る10

月23日八毛八川歌碑を樹立、夜は、100周年を記念して市内

　　　　　　　　　　　　　　　　目ぬき通りを児童父兄

　　　　　　　　　　　　　　　　達によるちようちん行

　　　　　　　　　　　　　　　　列が行なわれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　5，000個のちようちん

　　　　　　　　　　　　　　　　と15の万燈で100周年

　　　　　　　　　　　　　　　　記念にふさわしいムー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドにあふれました「写

　　　　　　　　　　　　　　　　真は児童や父兄たちに

　　　　　　　　　　　　　　　　よるちようちん行列」

の
ト
ン
ネ
ル
を
昭
和
四
十
八
年
度
ま

で
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

線路の概要
線路規格 乙線・単線、1最長橋りょう 550m

延　　　長 695b け　㌧道 9ケ所3ilOOm

最急勾配 141000 最長すL道
一

10300m

最小半径 500m

橋りょう延長 62ヶ所1800m

王）線路現格　最急勾配およu最」’半径以外は概数

田
川
か
ら
十
日
町
駅
裏
ま
で
の
用
地

買
収
、
建
物
移
転
補
償
、
市
道
の
付

替
設
計
協
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
工
事
の
進
行
に
と
も
な
い
、

道
路
上
を
工
事
用
の
車
両
が
．
頻
繁
に

通
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

　除雪グレーダを購入
　　　道路除雪に威力を発揮
市は、道路除雪に備えてグレーダ1台をこのほど購入・建

設課に配置しました。購入された除雪グレーダは三菱S　G

　　　　　　　　　　　　　　l形V形除雪装置

　　　　　　　　　　　　　　付グレーダで409

　　　　　　　　　　　　　　万円で購入しまし

　　　　　　　　　　　　　　た。今冬の機械除

　　　　　　　　　　　　　　雪に威力を発揮す

　　　　　　　　　　　　　　ることになります

　　　　　　　　　　　　　　写真はS　G　i形除

　　　　　　　　　　　　　　雪グレーダ
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北
越
北
線
の
早
期
完
成

　
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
上
越
新
幹

線
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
の
停

駅
車
は
五
ヵ
所
（
越
後
湯
沢
、
浦
佐

長
岡
、
燕
・
三
条
（
仮
称
）
、
新
潟
）

北
陸
と
首
都
圏
を

　
　
　
　
　
　
　
結
ぶ
短
絡
線

　
こ
の
北
越
北
線
は
、
東
頸
城
地
方

中
魚
沼
、
南
魚
沼
地
万
を
連
絡
し
、

十
日
町
市
を
は
じ
め
、
こ
の
地
方
の

産
業
経
済
の
開
発
を
促
進
す
る
だ
け

で
な
く
、
関
東
経
済
圏
と
北
陸
経
済

圏
と
を
結
ぶ
短
絡
線
と
し
て
重
要
な

役
劃
を
は
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乙
の
鉄
道
は
、
上
、
信
越

線
と
同
じ
ょ
う
に
乙
線
規
格
で
将
来

銅板打ち込み作業（新座）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
鉄
道
公
団
の
資
料
で
は
、
北

越
北
線
急
行
を
利
用
す
る
と
六
日
町

ー
十
日
町
間
の
乗
車
所
要
時
間
は
二

十
一
分
、
上
越
新
幹
線
と
北
越
北
線

を
利
用
し
た
場
合
の
乗
車
所
要
時
間

（
列
車
待
ち
時
間
を
除
く
）
は
．
東

京
－
十
日
町
間
を
一
時
間
三
十
八
分

で
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
さ
れ
、
降
雪
前
に
は
上
越
国
境
の

大
清
水
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
建
設
に
と

り
か
か
る
方
針
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
ま
た
国
鉄
は
「
新
幹
線
と
在
来
線

を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
旅
客
も
貨
物
も
よ
り
ひ
ん
ぱ
ん

な
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
ざ
し
た
い
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
本
市
と
し
て
は
、

飯
山
線
の
長
岡
乗
り
入
れ
要
望
と
同

時
に
北
越
北
線
の
早
期
完
成

と
上
越
新
幹
線
停
車
駅
へ
の

列
車
運
行
（
た
と
え
ば
、
湯

沢
駅
行
の
列
車
運
行
な
ど
）

等
に
特
に
努
力
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
北
絋
北
線
沿
革

昭
和
三
十
七
年
予
定
線
、
同

年
五
月
三
十
一
日
調
査
線
に

編
入
。

昭
和
三
†
九
年
九
月
線
路
選

定
。
昭
和
四
十
三
年
八
月
路

盤
工
事
に
着
手

赤
倉
ト
ン
ネ
ル
（
六
日
町
側
）

地
下
駅
に
な
る
津
池
付
近

胴

特
急
列
車
の
運
行

も
可
能
で
す
。

北
越
北
線
の
完

成
は
、
本
市
に
と

っ
て
昭
和
五
十
一

年
度
完
成
を
予
定

し
て
い
る
上
越
新

幹
線
と
の
関
連
か

ら
も
重
要
な
鉄
道

田1皿II田闘
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遡利
新囎
幹i線線1

（
日
本
鉄
道
公
団
資
料
）

土
木
工
事

入
札
結
果

市の

”騒II”

〈
八
月
十
三
日
V

▽
防
火
水
槽
新
設
工
事
（
稲
荷
町
）

　落札者

　
越
路
建
設
（
株
）
　
　
落
札
額
　
五
十
六
万
円

▽
防
火
水
槽
新
設
工
事
（
城
之
古
）

　
落
札
者
南
雲
土
建
（
株
）
　
落
札
額
、
五
十
八
万
円

▽
防
火
水
槽
新
設
工
事
（
新
座
）

　
落
札
者
　
村
山
工
務
所
　
　
落
札
額
　
五
十
八
万
円

▽
防
火
水
槽
新
設
工
事
（
上
新
田
）

　
落
札
者
藤
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
　
　
落
札
額
　
五
十
八
万
円

く
九
月
二
十
九
日
V

▽
北
新
田
高
山
線
道
路
改
良
工
事
（
一
〇
二
耕
、
北
新
田
地
内
）

　
落
札
者
　
丸
富
工
業
（
株
）
　
　
落
札
額
　
九
十
五
万
円

▽
田
川
南
線
道
路
改
良
工
事
（
＝
一
八
麿
、
田
川
町
地
内
）

　
落
札
者
　
南
雲
土
建
（
株
）
　
　
落
札
額
　
二
百
六
十
五
万
円

▽
住
吉
公
園
造
成
工
事
（
住
吉
町
）

　
落
札
者
　
（
株
）
丸
山
工
務
所
　
　
落
札
額
　
二
百
七
十
万
円

　
　
運
転
者
は
安
全
運
転
を

　
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
運
転
者
の
一
人
一
人
が
安
全

運
転
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
特
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
安
全
運
転
の
心
が
ま
え

　
一
、
人
命
を
尊
重
す
る

二
、
交
通
法
令
を
守
る

三
、
譲
り
合
い
の
気
持
で
運
転

す
る

四
、
だ
行
運
転
を
し
な
い

五
、
自
分
の
運
転
技
能
を
過
信

し
な
い

六
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な

い

市内交通事敏発生状況

と
較
減

年
比
前
の
増

年
期
前
同

46．lO．31現在

－
　
　
　
Ω
4

0
　
2
2

1者死

負傷者24

翻

市職員（保母）募集
1．募集人員　若干名

2．応募資格　昭和16年4月2日以降

　に生まれた者で保母資格を有す
　る者（明年3月資格取得見込者
　を含む）

3．試験期日　12月18日

4。受付期間　11月22日からl　i月30

　　　　　　日まで
5．受験手続　十日町公共職業安定

　所または市役所市長公室にお申

　し込みください。

　（申込用紙は市長公室にありま

　す）

6．詳細は市長公室にお問い合わせ

　ください。

闘網n　　㎜　騒剛

　
　
　
，
ノ

亥影
蝶鵠、　
　
市
民
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

一420一
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　　　保坂さん（水沢小）が一席

　　　衛生思想のけいもう標語

住みよい郷土建設脇会十日町分会は、このほ

ど衛生思想のけいもう標語を市内小学校6年生

を対象に募集、審査の結果つぎの標語が入賞し

ました。　（三常、佳作を除く）

一席　保坂真由美（水沢小）

　「よごすまいわたしとあなたのこの公園」

二席　庭野和利（大井田小）

　「川にごみをすてる心はごみだらけ」

同　　村山かしこ（野中小）

　「公害なくしてみんなにこにこ」

　　　津南町にサテライト局
　このほどN　S　T新潟放送テレビは、津南町に

サテライト局を開局し、1i月末日から放送開始

します。

この開局によって、いままでみることができ

なかった一部の地区（川西方面）ても今後NS

T番組をみることができることになりました。

オールチャソネル以外のテレビはコソバ・一タ

が必要です。　（57チャソネル）

　　　家屋評価にご協力を
　市税務課は、46年中に建築された木造家屋の

評価調査をおこなっています。

　この調査は、昭和47年度以降の固定資産税の

算定の基礎となる家屋の評価額を算出するため

におこなわれるもので、該当件数は1，000件前後

‘になるものと見込んでいます。

　調査は家屋の内外部全般についておこないま

すが、調査時間はi～2時間程度です。追って職

員が調査に伺いますのでつぎのことにご協力く

ださい。

　1．建築家屋の所在地番と納税義務者、家屋番

　　号、完工月日。

　2自家用材使用の有無。

　3．古材を使用されたときは部分別便用割合。

　4．不在になることが多い方は都合のよい日を

　　前もってお知らせください。

　　　廃棄物実態調査にご協力を

新潟県は産業廃棄物等の排出状況を調査するた

め、つぎのとおり廃棄物実態調査を実施します

抽出された世帯及び事業所は調査員が伺いま

すのでご協力をお願いします。

■調査期日　46年H月25日まで

■調査対象

一般廃棄物

　市内40世帯を無作意抽出する。

産業廃棄物

　従業員10人以上の事業所232を、建設、製

　造卸売業に区分して無作為抽出する。

田調査方法

　調査員が配布した調査表2部（1部は提出用

　1部は控用）に記入していただき、調査員

　が回収します。

その他くわしいことは市清掃課へおたずねくだ

さい。なお産業廃棄物とは、事業にともなって

生じた燃えがら、汚でい、廃ブラスチック等の

ことですが、これらは事業所の責任で自己処理

することが法律で義務づけられています。

　　　山本氏が自治大臣表彰
市公平委員長山本豪平氏（市内学校町）は、

去るU月1日自治大臣から表彰されました。こ

れは山本氏が公平事務に功労があったというこ

とです。

　　　停1電のお知らせ
H月29日午前8時から正午まで本町5丁目一

本町6丁目一稲荷町1丁目まで

　　納税にロ座振替をご利用ください

納税者の皆さんが、自分の市税を簡便にしか

もお忘れにならないうちに納税をおすましにな

る方法として、口座振替による納税方法があり

ます。

　この方法は銀行の預金通帳の口座から、銀行

がその納期ごとに確実に振替えて納税してくれ

る方法です。

　この振替納税の方法をご利用になりますと、

うっかり忘れてしまうといったことがなくなり

大変便利です。

納税についての口座振替は市内金融機関及び

市農協でとりあつかっています。

くわしいことは、市税務課管理係におたずねく

ださい。

　　米穀類購入通帳の有効期間を延長

現在便用中の一般消費者用米穀類購入通帳の

有効期間がつぎのとおり延長されましたのでお

知らせします、

昭和47年H月30日まで

　　　酒井さんが統計協会表彰

去る10月22日新潟県民会館て開かれた第9回

新潟県統計大会の席上・つぎの方と事業所が表

彰されました。

新潟県統計協会総裁表彰

　　酒井一郎（吉田山谷）

　　庭野栄松（菅沼）

通商産業大臣表彰

　　滝文工業㈱㈱山倉呉服店十日町市

　　　最優秀校に川治小学校

　　　火の用心習字入賞者

十日町市消防後援会（会長滝沢甲子郎）は火

の用心習字入賞者を応募249点のなかからつぎ

のとおり決定し、去るゆ月24日表彰式を行ない

ました。　（ただし金賞のみ）

金賞徳永妙子（川治小4年）上村尚子（川治小5

年）岩田尚子（中条小6年）梧沢裕子（南中1

年）田村昭子（十日町中2年）最優秀校1位川治

小学校2位南中学校3位十日町中学校

戸籍制度100周年記念
結婚式と婚姻届シリーズ　（2）

もがぐとを届こ　せばさ姻役に婦法よないし姻て
望も出きあはのそんな7よ届所はと律うい方て届ま結
まつすにげ’婚しoりけをに’な上かではいをだ婚しとのすた式姻て　まれ出婚市る夫。しいな出婚し

い
こ
と
で
す
。
結
婚
式
の
日
は
忙

が
し
く
て
、
と
て
も
婚
姻
届
を
す
る

暇
な
ど
な
い
、
と
い
う
声
を
き
き
ま

す
。
も
っ
と
も
で
す
が
、
そ
れ
は
法

律
上
夫
婦
と
な
る
時
期
が
遅
れ
る
の

は
当
然
で
す
。

　
昭
和
四
十
【
年
の
秋
に
霜
き
た
松

山
空
港
で
の
航
空
機
事
故
を
み
ま
す

と
、
犠
牲
と
な
っ
た
十
二
組
の
新
婚

夫
婦
は
、
一
組
も
婚
姻
届
を
し
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
す
べ
て
法
律
上
の

夫
婦
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
結
婚
式
の
日
と
、
法
律
上
夫
婦
と

な
っ
た
日
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は

い
ろ
く
な
点
か
ら
考
え
て
望
ま
し

い
こ
と
で
す
か
ら
、
結
婚
式
を
あ
げ

た
万
で
婚
姻
届
を
す
ま
せ
て
い
な
い

方
は
、
早
く
届
出
を
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ
う

と
す
る
万
は
、
め
ん
ど
う
で
も
結
婚

式
の
準
備
と
あ
わ
せ
て
事
前
に
婚
姻

届
の
準
備
も
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

新
潟
県
文
化
財

四
日
町
神
宮
寺

　
山
門
楼
閣
の
西
国
三
十
三
番
札
所

観
晋
は
、
前
号
の
よ
う
な
信
仰
の
歴

史
を
秘
め
て
い
ま
す
か
ら
、
心
あ
る

善
男
善
女
は
真
実
の
信
仰
と
祈
り
を

求
め
て
参
詣
し
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の

人
び
と
に
ょ
る
行
亭
が
行
な
わ
れ
た

の
で
す
。

に
指
定
さ
れ
た

の
観
音
様
㈲

　
な
か
で
も
十
日
町
の
庭
野
か
子

（
ね
）
さ
ん
（
巾
治
）
達
を
甲
心
に

し
た
信
者
の
グ
ル
ー
ブ
は
、
毎
年
春

と
秋
に
、
山
門
楼
閣
で
、
一
番
か
ら

三
十
三
番
の
観
音
の
御
名
を
順
次
に

称
名
し
、
鈴
（
れ
い
）
に
合
わ
せ
て

御
詠
歌
を
と
な
え
る
行
事
を
続
け
て

　
で
き
れ
ぱ
、
結
婚
式
の
行
事
の
な

か
に
、
婚
姻
届
の
署
名
も
と
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。

　
婚
姻
屈
は
、
本
人
が
直
接
而
役
所

に
持
っ
て
い
か
れ
な
け
れ
ば
、
知
人

に
依
頼
し
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま

せ
ん
し
、
ま
た
、
日
曜
日
や
祭
日
の

よ
う
に
市
役
所
が
休
み
の
目
で
あ
っ

て
も
宿
直
員
が
受
付
を
し
て
く
れ
ま

す
。
　
休
日
に
結
婚
式
を
あ
げ
る
方
で
も

戸
籍
係
と
相
談
し
、
事
前
に
届
出
の

準
備
を
し
て
、
即
日
届
出
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
」
9

醸

●0

畠
因
ヒ
ど
け
を
し
略
い
ヒ

4
望
正
式
ひ
夫
婦
ヒ
ー
て

記
め
5
れ
ま
せ
ん

き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
人
び
と
の
真
摯
な
信
仰

は
、
鈴
と
御
詠
歌
の
調
和
し
た
美
し

い
音
声
の
響
き
と
と
も
に
四
日
町
観

世
音
の
歴
史
に
永
久
に
残
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
山
門
を
通
っ
て
境
内
に
入
り

ま
す
と
、
美
し
い
苔
を
両
側
に
し
て

敷
石
が
七
十
齎
ほ
ど
続
い
て
観
音
堂

に
至
り
ま
す
。

　
現
在
の
観
音
堂
の
伽
藍
は
、
一
七

七
三
年
に
起
工
さ
れ
一
七
八
二
年
に

完
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
か
ら
約
二
百
年
前
で
あ
り
、
N

H
K
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
天
下
御
免
」

の
平
賀
源
内
が
活
躍
し
た
田
沼
時
代

で
す
が
、
三
原
山
、
桜
島
の
噴
火
、

百
性
一
携
な
ど
が
し
き
り
に
起
こ

り
、
や
が
て
浅
間
山
の
大
噴
火
と
天

明
の
大
飢
腰
が
お
と
す
れ
よ
う
と
す

る
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
観
音
堂
が
再
建

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に

　長　　　の朴　がす　わの　たの朴のけ一　り意
一’（　（大和そしるとけ時山o一巌で残六神ま義
写長文筆続事向こてとこで’門　嘉道’っ八宮せ深
真岡化者く業はできころす修が　日淳一て三寺んい

建
立
さ
れ
た
時
に
は
、
こ

造
さ
れ
た
本
堂
が
あ
っ
た

Oが
堂
々
た
る
山
門
が
完
成

の
本
堂
が
余
り
に
見
劣
り

ま
し
た
。

山
門
を
建
立
し
た
守
山
良

、
こ
ん
ど
は
観
音
堂
再
建

を
発
願
し
た
の
で
す
。

）
竹
内
道
雄

財
観
世
音
護
持
会
副
会

筒
専
教
授
）

は
一
七
五
八
年
再
建
以
前

こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

Oの
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、

年
に
は
観
音
堂
が
｝
堂
だ

い
ま
し
た
が
、
荒
廃
し
た

七
一
〇
年
に
神
宮
寺
開
山

と
真
浄
院
九
世
可
巌
虎
有

（
き
）
宿
が
修
造
し
ま
し

の
観
音
堂
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
】

21日　十日町病院

　　　電話2－3161番

23日　大島医院　川原町

　　　電話2－2957番
28日　至誠堂医院　西浦

　　　電話2－3276番

市
民
賞
（
写
真
）
に

遠
田
氏

　
　
第
四
回
市
美
術
展

　
第
四
回
市
美
術
展
は
、
去
る
十
月

二
十
二
日
か
ら
三
日
間
新
装
な
っ
た

市
民
会
館
（
市
公
民
館
》
で
開
か
れ

市
民
の
目
を
楽
し
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
日
本
画
、

洋
画
、
新
し
い
美
術
、
彫
塑
、
書
道

写
真
な
ど
二
百
二
十
八
点
で
、
各
部

門
の
市
展
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。
　
（
市
展
賞
入
賞
者
の
み
）

▽
日
本
画
H
田
村
順
一
（
稲
荷
陶
三

北
）
作
品
「
白
樺
林
」
▽
洋
圃
H
玉

村
三
郎
（
市
内
川
治
）
作
品
「
雪
国

の
初
春
」
▽
新
し
い
美
術
H
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
華
道
教
室
（
市
内
学
校

町
）
作
品
「
希
望
」
▽
彫
塑
“
川
西

町
美
術
ク
ラ
ブ
（
川
西
町
）
作
品

「
あ
お
ぐ
」
▽
書
道
H
高
橋
松
鶴

（
市
内
中
条
小
学
校
）
作
品
「
七
言

絶
句
」
▽
写
真
”
遠
田
誠
也
（
川
治

山
本
）
作
品
「
白
い
風
」
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　　　通算年金制度について　（3）

どの制度のど～な期間が通算されるか

それでは、具体的にどんな期間が通算されるか……。

法律上、この通算される期間のことを「通算対象期

間」といっています。

それは、通算年金の支給を受ける場合の資格期間（20

年、25年）あるいは年金額の計算の基礎となる各公的年

金制度の加入期間のことであり、つぎの期問をいいます

（1）昭和36年4月1日以後の各公的年金制度の加入期間

（2）昭和36年4月旧においてそれ以前からひきつづいて

　加入していた各公的年金制度の期間

（3）昭和36年4月1日以後に各公的年金に加入期間のある

　人で同日以前に厚生年金か船員保険の加入期間のあ

　る人は、その期間

（4）被用者の妻であった期間で国民年金に任意加入でき

　る入で、任意加入しなかった昭和36年4月1日以後の

　期間
通算対象期間を理解するには、逆にr通算されない期

間」を知ることであり、それをあげると

（1）脱退手当金の支給をうけた厚生年金、船員保険の期

　間
（2）昭和36年4月1日前の各共済組合の期間で、同日まで

　ひきつづいていない期間

（3）保険料を滞納した国民年金の期間

（4）各共済組合の期間で、退職一時金の最短支給年限で

ある1年未満の期間などです。

それではつぎに図解によって説明しましょう。

（例1）

、　リ　　ノ

5　年 30年
厚　　年 厚年被保険者の妻（国年加入せず）

（例2）

3　年 3　年 5　年 13　年

厚　　年 船　　員 厚　　年 ・国　　年

（4年）

（例3）

通　算

通　算

3　年 10ヵ月 5　年 17年
厚　　年 国家共済 厚　　年 国　　年

A B C D
A・C・Dのみ通算される
Bは最短年限（1年）に達しないため通算にならない

（例4）

3　年 10ヵ月 5　年 10ヵ月 17年
国家共済 厚　　年 国家共済 厚　　年 国　　年

A B C D E
　　　　　　　通　算
B・Dは1年未満の期間でも合わせて1年以上となる

一421一


